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市
は
、
公
共
施
設
の
た
め
の

用
地
の
取
得
を
、
那
覇
市
土
地

開
発
公
社
に
依
頼
し
、
そ
れ
を

市
が
計
画
的
に
買
い
取
っ
て
学

校
や
公
園
な
ど
を
建
設
し
て
き

ま
し
た
。

し
か
し
、
バ
ブ
ル
崩
壊
後
の

財
政
難
な
ど
か
ら
施
設
建
設
が

大
幅
に
遅
れ
、
５
年
以
上
も
そ

の
ま
ま
公
社
が
保
有
し
続
け
る
、

い
わ
ゆ
る
「
塩
漬
け
土
地
」
と

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
市

の
�
隠
れ
借
金
�
と
も
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

公
社
は
、
市
が
後
に
買
い
取

る
と
い
う
こ
と
で
依
頼
を
受
け
、

市
中
銀
行
か
ら
お
金
を
借
り
て

土
地
を
購
入
し
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
市
が
そ
の
土
地
を

買
い
取
れ
ず
公
社
の
借
入
利
息

だ
け
が
ふ
く
ら
み
、
結
果
的
に
、

市
の
借
金
と
し
て
財
政
を
圧
迫

す
る
大
き
な
要
因
と
な
り
、
そ

の
解
決
が
最
重
要
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。

（
お
問
い
合
わ
せ
）

土
地
開
発
公
社
健
全
化
推
進
室

�
８
６
２
―
０
５
８
１

「
塩
漬
け
土
地
」

解
消
へ
の
取
組
み

那
覇
市
土
地
開
発
公
社
の
経
営
健
全
化
、

お
も
ろ
ま
ち（
元
）庁
舎
候
補
地
な
ど
に
つ
い
て
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市
で
は
、「
塩
漬
け
土
地
」
と
い
う
最
重
要
課
題
の
解
決
を
図

る
一
方
で
、
市
民
か
ら
一
番
要
望
の
多
い
、
若
者
を
は
じ
め
と

す
る
雇
用
確
保
や
失
業
率
の
改
善
、
市
の
税
収
確
保
に
よ
っ
て

首
里
や
壺
屋
地
区
な
ど
の
景
観
を
守
り
、
市
民
の
教
育
・
福
祉
・

環
境
な
ど
の
充
実
を
図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
こ
の
お
も
ろ
ま
ち
の
土
地
に
つ
い
て
は
、
困
難
と

な
っ
て
い
た
新
庁
舎
建
設
を
見
直
し
、
こ
の
土
地
が
新
都
心
で

経
済
振
興
拠
点
と
な
る
商
業
・
業
務
地
区
に
位
置
付
け
ら
れ
て

い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
そ
の
立
地
を
十
分
に
活
か
し
た
地
域
活

性
化
、
雇
用
創
出
な
ど
を
早
急
に
図
る
た
め
、
民
間
事
業
者
に

よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
観
点
か
ら
有
効
利
用
す
る
方
針
を
決
定
し
、

平
成　

年
７
月
に
市
長
記
者
会
見
で
発
表
し
ま
し
た
。

１８
同
年
９
月
に
は
「
那
覇
新
都
心
地
区
（
お
も
ろ
ま
ち
一
丁
目
）

土
地
利
用
事
業
者
募
集
要
項
」
を
発
表
し
、
学
識
経
験
者
や
地

域
関
係
者
を
委
員
と
す
る
「
那
覇
市
土
地
利
用
事
業
者
選
定
委

員
会
」
に
よ
る
提
案
内
容
の
審
査
、
答
申
を
受
け
、
同
年　

月
１２

に
優
先
交
渉
権
者
（
大
和
ハ
ウ
ス
工
業
㈱
、
オ
リ
ッ
ク
ス
不
動

産
㈱
、
㈱
大
京
の
共
同
事
業
者
）
を
決
定
、
公
表
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
平
成　

年
７
月
に
内
閣
総
理
大
臣
の
地
域
再
生
計

１９

画
の
認
定
、
同
年　

月
那
覇
市
議
会
で
土
地
処
分
の
議
決
が
な

１２

さ
れ
、
平
成　

年
２
月
に
市
は
事
業
者
と
土
地
売
買
契
約
を
締

２０

結
し
、
代
金
支
払
と
土
地
の
引
渡
し
が
さ
れ
ま
し
た
。

土
地
利
用
事
業
計
画
と
し
て
は
、
市
の
産
業
の
要
の
一
つ
と

な
る
Ｉ
Ｔ
情
報
通
信
産
業
や
ホ
テ
ル
な
ど
の
た
め
の
商
業
業
務

ビ
ル
、
お
よ
び
都
市
居
住
を
推
進
す
る
マ
ン
シ
ョ
ン
２
棟
な
ど
、

合
計
で
３
棟
の
建
物
建
設
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。
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お
も
ろ
ま
ち
の
土
地
利
用
事
業
に
関
す
る
総
事
業
費
は
、
約

３
０
０
億
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

雇
用
創
出
と
し
て
は
、
設
計
・
建
設
期
間
（
約
５
年
間
）
で

延
べ
約　

万
人
分
程
度
。
建
設
後
は
、
業
務
ビ
ル
で
Ｉ
Ｔ
企
業

３０

な
ど
を
中
心
と
し
て
１
日
約
１
５
０
０
人
か
ら
３
０
０
０
人
程

度
。
ま
た
、
ホ
テ
ル
関
連
、
施
設
維
持
管
理
な
ど
で
、
年
間
延

べ
約
７
０
０
０
人
分
程
度
の
雇
用
創
出
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
市
で
は
、
固
定
資
産
税
、
個
人
市
民
税
、
法
人
市
民
税
、

事
業
所
税
等
の
増
収
効
果
と
し
て
、
１
年
間
あ
た
り
で
お
よ
そ

約
３
億
２
０
０
０
万
円
程
度
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
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土
地
利
用
事
業
に
つ
い
て
は
、
優
先
交
渉
権
者
の
決
定
後
、

ま
ず
平
成　

年　

月
末
に
新
都
心
地
区
の
各
自
治
会
や
通
り
会

１８

１２

の
代
表
な
ど
へ
の
説
明
会
、
ま
た
平
成　

年
４
月
に
は
同
自
治

１９

会
・
通
り
会
に
加
え
、
当
該
土
地
の
近
隣
住
民
の
方
を
対
象
と

す
る
説
明
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
説
明
会
で
は
、
事
業
者
の
当
初
の
提
案
内
容
に
対

し
、
建
物
が
当
該
土
地
南
側
の
住
宅
に
近
く
圧
迫
感
が
あ
る
と

の
こ
と
や
、
ビ
ル
風
、
交
通
な
ど
環
境
へ
の
影
響
に
つ
い
て
の

説
明
を
求
め
る
ご
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
声
を
受
け
、
市
は
、
提
案
内
容
の
改
善
・
修
正

や
環
境
影
響
調
査
を
行
う
よ
う
事
業
者
へ
働
き
か
け
、
平
成　
１９

年
７
月
、
８
月
、
９
月
お
よ
び
平
成　

年
１
月
に
、
修
正
案
お

２０

よ
び
環
境
影
響
調
査
に
つ
い
て
住
民
説
明
会
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
平
成　

年
９
月
の
説
明
会
で
は
、
翁
長
市
長
も
出
席
し
、

１９

約
３
時
間
に
わ
た
り
説
明
や
意
見
交
換
を
し
ま
し
た
。

平
成　

年
７
月
に
出
さ
れ
た
修
正
案
の
内
容
は
、
建
物
を
５

１９

棟
か
ら
３
棟
へ
集
約
し
、
敷
地
境
界
か
ら
の
建
物
の
後
退
距
離

の
拡
大
や
、
緑
地
の
配
置
な
ど
が
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
駐
車

場
の
出
入
口
を
変
更
し
、
敷
地
南
側
の
住
宅
側
の
道
路
へ
の
負

担
を
軽
減
す
る
な
ど
し
て
い
ま
す
。

建
物
建
設
に
伴
う
ビ
ル
風
や
交
通
な
ど
に
関
す
る
環
境
影
響

調
査
も
、
事
業
者
で
実
施
し
、
ま
ず
、
ビ
ル
風
に
つ
い
て
は
、

風
専
門
業
者
に
よ
り
解
析
さ
れ
、
建
物
建
設
に
よ
り
、
風
速
は

全
体
的
に
低
減
す
る
と
の
結
果
が
出
て
い
ま
す
。

交
通
に
つ
い
て
は
、
周
辺
交
差
点
へ
の
影
響
な
ど
を
調
査
し
、

今
回
の
事
業
に
よ
り
各
交
差
点
で
自
動
車
台
数
が
増
加
し
て
も
、

各
交
差
点
で
１
時
間
あ
た
り
に
通
過
で
き
る
車
の
台
数
の
基
準

を
超
え
る
も
の
で
は
な
い
と
の
結
果
が
出
て
い
ま
す
。
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建
築
予
定
の
建
物
の
高
さ
に
つ
い
て
は
、
首
里
城
か
ら
の
景

観
を
懸
念
す
る
声
も
あ
り
、
市
か
ら
事
業
者
に
対
し
見
直
し
を

強
く
要
請
す
る
中
で
、
建
物
の
高
さ
を
、
首
里
城
の
高
さ
を
上

回
ら
な
い
と
す
る
変
更
計
画
と
な
っ
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
市
内
の
地
区
ご
と
の
特
色
を
活
か
し
た
都
市
景
観

づ
く
り
を
推
進
し
て
お
り
、
新
都
心
地
区
で
は
、
都
市
計
画
法

の
地
区
計
画
制
度
に
よ
り
、
良
好
な
街
並
み
と
景
観
形
成
を

図
っ
て
い
ま
す
。

一
方
、
首
里
城
を
中
心
と
す
る
首
里
地
区
で
は
、
景
観
重
点

地
区
と
し
て
、
赤
瓦
や
琉
球
石
灰
岩
な
ど
の
演
出
に
よ
り
歴
史

的
風
格
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
都

市
景
観
条
例
に
基
づ
く
都
市
景
観
形
成
地
域
の
指
定
に
よ
り
、

龍
潭
通
り
沿
線
地
区
で
は
建
物
の
高
さ
を
制
限
し
、
建
物
な
ど

に
よ
っ
て
、
首
里
城
の
眺
望
が
遮
ら
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
な

景
観
形
成
基
準
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

都
市
景
観
の
基
本
を
地
区
ご
と
に
位
置
付
け
て
い
る
こ
と
か

ら
す
る
と
、
今
回
の
お
も
ろ
ま
ち
の
事
業
計
画
は
、
首
里
城
正

殿
か
ら
約
２
・
４
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
も
離
れ
て
お
り
、
景
観
上
影

響
が
あ
る
も
の
で
は
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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市
の
景
観
は
、
屋
上
緑
化

や
壁
面
緑
化
な
ど
と
併
せ
、

市
の
活
力
を
表
す
景
観
も
重

要
で
す
。
市
民
の
心
の
景
観

で
あ
る
国
際
通
り
を
中
心
と

す
る
中
心
市
街
地
の
再
生
や
、

財
政
を
立
て
直
し
な
が
ら
首

里
や
壺
屋
地
区
な
ど
の
景
観

を
充
実
さ
せ
つ
つ
、
若
者
が

生
き
生
き
と
働
き
、
お
年
寄

り
が
公
園
で
楽
し
く
集
う
風

景
な
ど
、
様
々
な
イ
メ
ー
ジ

の
中
で
景
観
が
作
ら
れ
る
も

の
と
考
え
て
い
ま
す
。

翁
長
市
長
就
任
時
の
平
成　

年
の
「
塩
漬
け
土
地
」
の
状
況

１２

は
、
元
本
約
１
８
０
億
円
、
利
息
が
約　

億
円
で
、
合
計
約
２

８０

６
０
億
円
で
し
た
。（
平
成　

年
度
の
市
の
一
般
会
計
当
初
予

１２

算
は
年
間
約
９
３
３
億
円
）

こ
の
よ
う
な
中
、
国
は
、
全
国
各
地
の
自
治
体
で
も
抱
え
る

こ
の
問
題
解
決
の
た
め
に
、
５
年
間
限
定
の
支
援
措
置
（
特
別

の
起
債
に
よ
り
公
社
の
土
地
を
取
得
で
き
る
な
ど
）
を
発
表
し

ま
し
た
。
そ
れ
を
受
け
、
市
は
「
塩
漬
け
土
地
」
解
消
を
集
中

的
に
進
め
る
た
め
、
平
成　

年
に
「
土
地
開
発
公
社
の
経
営
の

１７

健
全
化
に
関
す
る
計
画
」
を
策
定
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
平
成　

年
に
は
「
公
有
地
の
拡
大
の
推
進
に
関
す

１８

る
法
律
」
が
改
正
さ
れ
、
そ
れ
ま
で
利
用
用
途
が
強
く
規
制
さ

れ
て
い
た
公
社
保
有
土
地
に
つ
い
て
、
内
閣
総
理
大
臣
か
ら
認

定
さ
れ
た
地
域
再
生
計
画
に
基
づ
く
、
民
間
事
業
者
に
よ
る
地

域
活
性
化
や
雇
用
拡
大
な
ど
の
た
め
の
土
地
利
用
（
売
却
）
が

可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。

市
は
健
全
化
計
画
に
よ
り
、
小
禄
保
健
セ
ン
タ
ー
用
地
な
ど

を
含
め
、
塩
漬
け
土
地
を
平
成　

年
度
に
は
約　

億
円
に
ま
で

２０

５２

減
少
さ
せ
、
平
成　

年
度
に
は
す
べ
て
解
消
す
る
予
定
で
す
。

２２
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こ
れ
ま
で
庁
舎
候
補
地
と
さ
れ
て
き
た
、
お
も
ろ
ま
ち
一
丁

目
の
土
地
は
、
新
都
心
開
発
に
伴
い
約　

年
前
に
、
那
覇
市
土

２０

地
開
発
公
社
に
よ
り
公
共
公
益
施
設
用
地
と
し
て
、
約　

億
円

３３

を
か
け
各
地
権
者
か
ら
購
入
さ
れ
ま
し
た
が
、
利
息
が
累
積
し
、

平
成　

年
に
は
約　

億
円
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

１７

５２

平
成
５
年
４
月
に
は
、
那
覇
市
新
庁
舎
位
置
選
定
審
議
会
か

ら
、
新
庁
舎
は
新
都
心
地
区
へ
の
建
設
が
適
当
と
の
答
申
を
受

け
ま
し
た
が
、
そ
の
後
の
厳
し
い
財
政
状
況
や
、
発
展
す
る
新

都
心
と
中
心
市
街
地
（
国
際
通
り
や
平
和
通
り
な
ど
）
と
の
バ

ラ
ン
ス
、
ま
た
庁
舎
移
転
に
は
市
議
会
議
員
３
分
の
２
以
上
の

賛
成
が
必
要
な
ど
の
高
い
ハ
ー
ド
ル
が
あ
る
た
め
、
長
い
間
建

設
の
目
途
が
立
た
ず
「
塩
漬
け
土
地
」
の
一
つ
と
な
り
、
各
種

公
共
施
設
の
た
め
の
利
用
も
困
難
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
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おもろまちの（元）庁舎候補地

那
覇
新
都
心
地
区
イ
メ
ー
ジ
図

（
平
成
９
年
地
区
計
画
策
定
時
）
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お
も
ろ
ま
ち
の
土
地
と
そ
の
周
辺
（
那
覇
新
都
心
メ
デ
ィ
ア

ビ
ル
、
サ
ン
エ
ー
那
覇
メ
イ
ン
プ
レ
イ
ス
、
Ｄ
Ｆ
Ｓ
な
ど
が
立

地
す
る
地
区
）
は
、
沖
縄
県
や
市
の
各
種
上
位
計
画
（
第
３
次

那
覇
市
総
合
計
画
な
ど
）
で
「
商
業
業
務
地
区
」
と
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
そ
の
位
置
付
け
を
十
分
発
揮
さ
せ
る
よ
う
、
平

成　

年　

月
に
那
覇
市
上
下
水
道
局
庁
舎
を
含
め
た
街
区
全
体

１９

１２

を
、
第
二
種
住
居
地
域
か
ら
本
来
の
位
置
付
け
で
あ
る
商
業
系

の
用
途
地
域
（
近
隣
商
業
地
域
）
に
変
更
し
て
い
ま
す
。

ま
た
併
せ
て
、
新
都
心
の
地
区
計
画
を
変
更
し
、
当
該
土
地

へ
の
マ
ー
ジ
ャ
ン
・
パ
チ
ン
コ
屋
な
ど
の
建
築
を
禁
止
し
、
歩

行
者
専
用
通
路
、
広
場
、
緑
地
帯
な
ど
、
良
好
な
都
市
環
境
を

形
成
す
る
た
め
の
地
区
施
設
な
ど
を
義
務
づ
け
て
い
ま
す
。
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今
回
の
土
地
売
却
は
、
土
地
評
価
の
専
門
家
で
あ
る
不
動
産

鑑
定
士
の
鑑
定
を
踏
ま
え
最
低
価
格
を
設
定
し
、
事
業
者
の
競

争
の
結
果
の
売
却
価
格
（
約　

億
円
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

７０

ま
た
用
途
地
域
に
つ
い
て
は
、
法
令
な
ど
に
基
づ
き
那
覇
市

都
市
計
画
審
議
会
の
審
議
を
経
て
変
更
を
決
定
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
手
続
き
に
関
し
、
平
成　

年
１
月
に
那
覇
市
監
査

２０

委
員
に
対
し
住
民
監
査
請
求
が
あ
り
ま
し
た
が
、
同
年
３
月
に

出
さ
れ
た
監
査
結
果
で
は
、
不
適
正
な
価
格
で
の
売
却
で
は
な

く
、
ま
た
、
違
法
か
つ
不
当
な
用
途
地
域
変
更
に
は
当
た
ら
な

い
と
判
断
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
の
お
も
ろ
ま
ち
の
土
地
売
却
に
伴
い
、
売
却
収
入
の
一

部
を
、
市
の
「
公
社
経
営
健
全
化
基
金
」
と
し
て
積
み
立
て
て

い
ま
す
。
市
は
、
こ
の
基
金
を
活
用
し
な
が
ら
、
国
の
支
援
措

置
と
併
せ
、
平
成　

年
度
を
目
標
と
し
た
「
塩
漬
け
土
地
」
の

２２

解
消
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。


